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化学を応用した技術が社会の様々な場面で活用されています。 

（挿絵は経済産業省資源エネルギー庁のウェブサイトより） 
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主任からのメッセージ 

人類と地球のための環境応用化学 

 

教授 首藤 登志夫   

(2023年度 学域長・学科主任)  
 

 
人類の祖先が直立二足歩行を始めて自由になった手で道具や火を使うようになって数百万年が経ち、

さらに産業革命を経て様々なものを工業的に生産して利用するようになり、今日の人類はとても便利な

生活を享受しています。しかし、それに伴って大気、河川、海洋、土壌など各種の地球環境汚染、石油

などのエネルギー資源が枯渇する懸念、温室効果ガスの排出による気候変動などといった様々な問題が

生じるようになりました。人類が今後も地球で生存していくためにはこれらの問題の解決が求められま

すが、このような問題を解決し、生活をさらに便利にする新たなものを生み出していく上で、化学の応

用は大きな力を発揮します。  

環境応用化学科では、多様な専門分野の教員により、環境、エネルギー、材料、バイオ、分析など工

学としての化学に関して幅広い分野の専門教育を受けることができます。また、4 年次には研究室に配

属され自身の研究テーマに取り組むことで深い専門性を身につけることができ、さらに大学院に進学す

ると専門性を一層深めることができます。卒業後は様々な企業や研究機関などに就職しますが、自身の

専門性によって社会に貢献することはとてもやりがいのあることです。工学は社会のための実学であり、

社会が近代化する過程では理数系の知見を応用した工学が特に大きな力を発揮しますが、成熟した社会

が求める工学は理数系にとどまらない総合学問であると言われます。科学技術で今後の社会に貢献する

には、理工系の専門分野の力をしっかりと身につける必要がありますが、人文社会系など理工系以外の

幅広い分野の素養も同時に有効になります。東京都立大学では、全学共通科目において豊富な教養科目

が提供されていますので、視野を広げて幅広い教養を身につけることができます。これは総合大学の強

みです。 

本学の環境応用化学科で学ぶ皆さんが人類と地球のために本当の意味で貢献できる人材となること

を期待しています。活躍の分野や方法は実に様々です。目立つものも目立たないものもあります。また、

すぐに結果の出るものばかりでもありません。自分なりのスタイルを探してみてください。 
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環境応用化学について、学域・学科の構成  
 

環境応用化学について 

環境応用化学科では、工学としての化学に軸足を置く応用化学、材料化学に関する教育と研究を行っ

ています。特に、地球環境と共生しながら、有限な地球資源やエネルギーの下で人類や都市社会が持続

的に発展していくために必要となる化学を指向し、それに貢献できる資質を持った人材を育成すること

を目的としています。 

研究面では、環境、エネルギー、材料、バイオなどを包含した広大な応用分野を対象に世界トップレ

ベルの研究を行っており、例えば水素エネルギー社会実現に向けた本学科の先端研究は、国内外から大

変注目されています。また研究室で体験する卒業研究が、皆さんをグローバル化に対応できる真の研究

者、技術者へと育てていきます。いずれの研究においても、基礎的な学理の追究はもちろんのこと、実

デバイスを用いてそれを具現化し、都市環境の向上に貢献することを強く意識しています。 

教育面では、環境問題やエネルギー問題などの課題解決に貢献できる研究者・技術者を育成するため

に、環境、エネルギー、材料、バイオなど幅広い分野において、地球環境や都市社会に調和した物質や

材料を創造し、環境と共生しながら豊かな人間社会が発展するために必要な知識や能力を、基礎から専

門領域へと段階的に学べるようにカリキュラムを構成しています。主体的な学びを引き出すアクティブ

ラーニングを各学年に設定し、学年で学ぶべき目的を明確にした教育を行い、グローバルに活躍できる

人材の育成を行っています。 

 

 

 

 

 

 

学域・学科の構成 

環境応用化学域・環境応用化学科は、次の 10研究室と 1協力研究室から構成されています。 

川上研究室（先端機能物質分野）：高分子化学をベースとし、環境とエネルギー、医療と福祉に貢献でき
る新しい環境・エネルギーマテリアル、バイオマテリアルの創製を目指し研究を進めています。 
朝山研究室（先端機能物質分野）：人類の健康を維持し生活の質(QOL)を向上させるため、ドラッグデリ
バリーシステム(DDS)応用研究をはじめ、様々なバイオマテリアル(生体機能材料)を創製しています。 
久保研究室（先端物質デザイン分野）：機能性有機物質合成に関する基礎研究を起点に、持続可能社会に
貢献できるエネルギー関連材料や発光材料等の提案をおこなっています。 
瀬高研究室（先端物質デザイン分野）：炭素と同族元素であるケイ素を含む有機分子の合成構造研究に
より、典型元素の特長を利用した分子機能開発の基礎研究を進めています。 
梶原研究室（エネルギーデバイス分野）：持続可能な都市環境と低炭素社会を支えるセラミックス・ガラ
ス・ナノ粒子を中心とした光・電子機能性無機系固体材料に関する研究を行っています。 
柳下研究室（エネルギーデバイス分野）：電気化学プロセスに基づいてナノスケールで幾何学構造が制
御された機能性材料を作製し、得られた材料を基に各種デバイスの開発に向けた研究を進めています。 
高木研究室（環境分子化学分野）：ナノ構造化学と光化学を基盤として、光機能性ナノ材料の開発や人工
光合成反応の研究、加えて金ナノ粒子・金クラスターを触媒とする有機反応の研究を行っています。  
分析化学研究室（分子計測化学分野）：環境試料や生体試料中に含まれる微量成分を現場で迅速かつ高
感度に測定するための新規分析法や化学センサー・バイオセンサーについて研究しています。 
宍戸研究室（環境調和化学分野）：触媒作用の分子論的理解に基づく分子・ナノレベルでの触媒設計を進
め、「高効率な分子変換プロセス」「環境保全・浄化に有効なシステム」の構築を目指しています。 
首藤研究室（環境調和化学分野）：水素などの石油代替燃料を用いたエンジンの高効率化や燃料電池の
高出力化など、エネルギー利用システムの環境負荷低減を目的とした工学的応用研究を行っています。 
天野研究室（先端触媒反応分野）※：再生可能エネルギーを用いた化学品やエネルギーキャリアの製造
を目的として、光触媒・光電極・電極触媒などの機能性材料や反応プロセスの開発を進めています。 

※協力研究室
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履修のしくみと各種イベント・支援制度 
 

学部 － 環境応用化学科のカリキュラム 

インターネットで様々な情報を得ることができる現代では、従来型の「知識を詰め込み、記憶するだ
けの学修(受動的な学修)」はもはや意味のないものとなりつつあります。急激に変容する環境に適応し
ていくためには、自らが「主体的に学修に取り組む態度」を身につけることが重要となり、「確かな学力」
の育成が求められています。本学科では、大学入学時から学生が主体的に学修に取り組むアクティブラ
ーニング(AL)を取り入れ、問題発見・解決型の講義を大学院修了時まで行います。また、国際化に対応
するため、化学英語を「話す・聞く・読む・書く」能力を習得するためのプログラムを学部 1 年次から
取り入れています。 
全ての必修科目で ICT を利用した“WEB テスト”により授業外学修をサポートし、知識定着を目的と

した ALを行っています。学年進行に伴いより高度な AL である PBL（Project Based Learning）型授業
を取り入れ、問題発見・解決型講義を学科全体で行っています。これにより主体的に学修する習慣が身
につき、自ら問題を発見し解決する能力を養うことができます。 
 

環境応用化学基礎ゼミナール 

1年次には、「大学における学修の目的意識を芽生えさ
せ、能動的・主体的で自律した学修習慣への転換」を目的
に、AL 科目である環境応用化学基礎ゼミナールの中で、
キャリア教育、日本語ライティング演習、化学英語、問題
解決型の課題研究、英語で学ぶ課題研究といった多彩な教
育プログラムを、他大学や他学科にない十分な時間をかけ
て実施しています。 
授業時間外の学修時間や目標・反省点などを記録した

「修学履歴」、「達成度自己評価シート」、「成績自己分
析シート」、十年後のなりたい自分を想像して作成する「未
来履歴書」の提出を義務付けることで、学修習慣が失われ
ることを防ぎ、自己管理能力などが身につく環境を提供しています。このように「振り返りと目標設定」
を繰り返すことで、「受動的な学修」から「能動的・主体的な学修」への転換が達成されます。 
 

専門科目 

 多様な研究バックグラウンドを有する教員で構成される学科の長所を活かし、環境、エネルギー、材
料、バイオに関する授業科目を提供します。1 年次に修得した「主体的な学修習慣」の継続をサポート
するために、2・3 年次の全必修科目で「予習を習慣にする環境」、「講義へ主体的に参加する環境」、

「学修を振り返る環境」を eラーニングシステムなど ICTを活用
して提供しています。 
 「予習を習慣にする環境」として、「WEB予習テスト」を実施し
ています。講義内容を事前に確認することで講義の理解度が向上
します。「講義へ主体的に参加する環境」として、クリッカーな
どを用いた双方向授業を実施しています。予習で得た知識を利用
する機会を提供し、授業への参加意識の向上や知識の活用へとつ
なげます。「学修を振り返る環境」として、「WEB学修到達度テス
ト」を実施しています。学修到達度を自分でいつでも確認できる
ため、次の学習へのモチベーションが向上します。 

 

学生実験と卒業研究 

 2 年次と 3 年次には、化学の様々な分野の学生実験を行い、化学の研
究者として必須となる実験技術を身につけます。4 年次では、研究室に
所属し一人一人がオリジナルの研究テーマに挑みます。1 年間の研究成
果は、特別研究発表会で発表し、卒業論文としてまとめます。 
環境応用化学科の研究力は世界的にも高く評価されており、大学ラン

キング 2017（朝日新聞出版）でも論文引用度指数で化学分野 7位、材料
科学分野 9 位となっています。環境応用化学科が誇る各研究分野の英知
を結集し、現役の学生・大学院生、さらには今後入学してくる学生達と
共に、地球・人類の未来を先導する研究を推進します。 

環境応用化学について、学域・学科の構成  
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ています。特に、地球環境と共生しながら、有限な地球資源やエネルギーの下で人類や都市社会が持続

的に発展していくために必要となる化学を指向し、それに貢献できる資質を持った人材を育成すること

を目的としています。 
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変注目されています。また研究室で体験する卒業研究が、皆さんをグローバル化に対応できる真の研究

者、技術者へと育てていきます。いずれの研究においても、基礎的な学理の追究はもちろんのこと、実

デバイスを用いてそれを具現化し、都市環境の向上に貢献することを強く意識しています。 
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高出力化など、エネルギー利用システムの環境負荷低減を目的とした工学的応用研究を行っています。 
天野研究室（先端触媒反応分野）※：再生可能エネルギーを用いた化学品やエネルギーキャリアの製造
を目的として、光触媒・光電極・電極触媒などの機能性材料や反応プロセスの開発を進めています。 

※協力研究室
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特別研究発表会と MIP 
1 年間特別研究を行って得た研究成果を、3 月に 2 日間かけて行われる

特別研究発表会で発表します。各自 10分程度の発表を行い、その後教員・
学生からの質問に答えます。優れた研究発表を行った学生には MIP(Most 
Impressive Presentation)が授与され、卒業パーティーの席上で授賞式が
行われます。MIPは、修士論文発表会で優れた研究発表を行った学生にも
授与されます。 
 

環境応用化学科の標準履修モデル 

環境応用化学科では、計画的な履修の参考となるよう「標準履修モデル」を用意しています。「履修の
手引き」と基本的には同じものですが、分かりやすいよう分野ごとにまとめてあります。指定科目は原
則として指定された学年でしか履修できません。必修科目や指定科目は、不合格になると留年する場合
もあるので注意してください。1・2 年次の全学共通科目と専門科目は基礎教育部会委員の先生が、3・4
年次の専門科目は教務委員の先生がそれぞれ履修相談で対応してくれます。成績優秀な学生に対しては、
大学院入試における筆記試験免除の制度があります。 
専門科目は環境化学系、エネルギー化学系、材料物理化学系、無機材料化学・ナノテク系、有機材料

化学系、高分子・生命化学系、分析化学系、化学工学系などから構成されています。この他に、応用化
学英語、安全化学、化学技術経済論、工学倫理などの共通科目、全員が履修する環境応用化学基礎ゼミ
ナールや環境応用化学実験、4 年次の特別研究・ゼミナールなどがあります。環境応用化学アドバンス
ゼミナールでは能動的学修姿勢を身につけるため、少人数でPBL 型講義を行います。分野によっては履
修する科目の順番が決まっているので、シラバスをよく読んでください。標準履修モデルと時間割をよ
く見て、各分野をバランスよく履修するようにしましょう。詳細は「履修の手引き」やシラバスを参照
してください。 

 

卒業要件と取得できる学位・資格 

環境応用化学科を卒業すると「学士(工学)」の学位を取得できます。学位取得(卒業)には所定の授業
科目について 130 単位以上の単位の修得が必要です。学士の学位取得条件(卒業要件)の詳細は「履修の
手引き」を参照してください。 
また、卒業を要件として「毒物劇物取扱責任者」、「特定高圧ガス取扱主任者」の有資格者となるほか、

「危険物取扱者(甲種)」、「化学分析技能士( 2 級)」、「消防設備士(甲種)」などの受験資格が得られます
(在学中に受験資格が得られるものもあります)。 
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大学院 － 環境応用化学域のカリキュラム 

博士前期(修士)課程 

 環境応用化学域では、講義の約 50 %は英語で行われており、さらに外国
人教員の英語による講義科目などもあり、グローバル化に対応したカリキ
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にも対応できるように、クォーター制を採用しており、留学した学生や外
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最終試験(発表会)に合格しなければなりません。ただし在学期間に関しては、期間短縮制度があり、特
に優れた研究業績をあげたと認められた者については最短で 1年で修了することができます。 
 
博士後期課程 
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程と博士後期課程の在学期間の合計が最短で 3 年)で修了することができます。また、社会人や出産・
育児・介護など標準履修期間内では履修が困難な学生のために長期履修制度が設けられています。 
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環境応用化学域を修了すると「修士(工学)」または「博士(工学)」の学位を取得できます。 
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く見て、各分野をバランスよく履修するようにしましょう。詳細は「履修の手引き」やシラバスを参照
してください。 

 

卒業要件と取得できる学位・資格 

環境応用化学科を卒業すると「学士(工学)」の学位を取得できます。学位取得(卒業)には所定の授業
科目について 130 単位以上の単位の修得が必要です。学士の学位取得条件(卒業要件)の詳細は「履修の
手引き」を参照してください。 
また、卒業を要件として「毒物劇物取扱責任者」、「特定高圧ガス取扱主任者」の有資格者となるほか、

「危険物取扱者(甲種)」、「化学分析技能士( 2 級)」、「消防設備士(甲種)」などの受験資格が得られます
(在学中に受験資格が得られるものもあります)。 
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大学・大学院生活と各種イベント・支援制度 

 
企業インターンシップ 
 企業によって開催時期が異なりますが、学部 3 年( B3 )と博士前期課程 1 年( M1 )を対象に開催されるこ
とが多いようです。大学院進学を考えている人で企業インターンシップへの参加を希望する人は、M1で
はなくB3 の時点で参加することを勧めます。将来への目標を早い段階で考えるきっかけとなり、大学院
での講義や研究にも集中して取り組むことができるからです。 
 
グローバル教育 
 大学院では多くの学生が国際会議に参加して研究発表をしますが、プレ
ゼンテーションやディスカッションなどでは実践的な英語力が必要です。
またグローバル化した世界では、国際的な情報発信力、コミュニケーショ
ン力、リーダーシップなどが求められます。 
短期語学研修 夏休みや春休みを利用して、アメリカ、イギリス、カナダ、  
オーストラリア、タイ、マレーシア、台湾(中国語)、オーストリア(ドイ
ツ語)、フランス(フランス語)などの海外大学の語学センターで 3～4 週
間の「短期語学研修」が実施されています。詳細は本学国際センターの
ホームページなどで確認してください(大学院生も参加可能です)。 
海外研修プログラム 大学院生を対象として、毎年 11月に 1週間程度、アメリカや東南アジアの企業や

大学などを訪問して英語でプレゼンテーションを行う「海外研修プログラム」を実施しています。将
来、博士後期課程への進学や国際社会での活躍を目指す人は是非チャレンジしてください。 

交換留学・研究留学 本学では、学部在学中に海外の協定大学へ半年～１年間、休学せずに海外留学でき
る「交換留学制度」(国際副専攻の学生は海外留学が必修)や研究室配属後(学部 4年～大学院)に海外
の研究機関へ数ヶ月～半年間の研究留学が可能な派遣留学生経済支援制度などを行っており、海外留
学を推奨しています。現在、50以上の海外大学と交換留学協定を結んでおり、これらの大学へ留学す
る場合は留学先の授業料は免除され、宿舎の斡旋や留学中の費用のサポートが受けられます。交換留
学派遣生となるためには、TOEFL や IELTS などの検定試験で一定以上のスコアが要求されます（短期
英語研修では不要）。派遣学生の募集は、毎年春と秋の 2回行われます。 

 

奨学金制度 

本学大学院では、博士後期課程に入学する研究意欲が旺盛で優秀な大学院生に対して、年額 180万円
の給付(返済不要)を行う奨学金制度(大学院研究奨励奨学金)が実施されており、全学の入学予定者から
毎年度 8名程度が採用されています。また、博士後期課程の大学院生は、日本学生支援機構の奨学金制
度に加え、月額 20 万円の研究奨励金と年額 150 万円以内の研究費(令和元年度実績)が給付される日本
学術振興会の特別研究員に応募できますが、業績(学会発表や論文投稿)も重要視されるので計画的に研
究を進める必要があります。このように、博士後期課程の学修環境は、以前と比較して大変に充実して
きていますので、将来研究者として活躍したいと考えている方には、博士後期課程への進学を勧めます。 
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平成 30年度文部科学省「卓越大学院プログラム」 

「パワー・エネルギー・プロフェッショナル育成プログラム」（PEP）の実施により 
電力・エネルギー分野での新産業創出を促進する高度博士人材を育成 

 
卓越大学院プログラムとは、国内外の機関と組織的な連携を行いつつ、世界最高水準の教育力・研究

力を結集した 5年一貫の博士課程学位プログラムを構築することで、あらゆるセクターを牽引する卓越
した博士人材の育成、人材交流および新たな共同研究の創出が持続的に展開される卓越した拠点の形成
を狙いとする文部科学省の事業です(https://www.jsps.go.jp/j-takuetsu-pro/)。 
環境応用化学科のエネルギーマテリアル化学関連技術に関する高い研究・教育力を国内外の提携大学

（国内 13 大学、海外 6大学）・提携機関（国内外の研究所、エネルギー関連〈電気、石油、ガス会社な
ど〉）と連携することで、時代のニーズにマッチした電力・エネルギー工学の深い専門性と、経済や政
策・制度も含めた次世代エネルギーシステム大変革社会のデザインと創出に必要な文理融合の広い俯瞰
力と融合力および国際連携力・共同研究力・産業創出力を身につけた世界水準の博士人材を養成する 5
年一貫の博士課程「パワー・エネルギー・プロフェッショナル育成プログラム」を実施しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

受講者の声 
板倉 広昂（大学院都市環境科学研究科 環境応用化学域 博士前期課程 1年） 

PEP プログラムは、電力・エネルギー分野を牽引する、深い専門性と広い俯瞰力を兼ね備えた人材を
育成するプログラムです。PEPの魅力の一つに、専門外の分野を幅広く学べることが挙げられます。PEP
生は専門である化学分野はもちろん、電力や人文分野の授業も学ぶことになります。私は、今夏に実施
された、いくつかの卓越必修科目の授業に参加してきました。ここでは、特に印象に残った「事業創造
演習」を紹介します。この授業では、事業創造の理論を講義で学んだ後、大学・専門・学年混合でグル
ープワークをし、ビジネスプランを作成します。自らの研究が他分野の研究とどのように連携できるの
か、どのように社会実装するのか考える良い機会となりました。PEP のもう一つの魅力として、様々な
バックグラウンドを有する学生と交流できることが挙げられます。卓越必修科目の授業には全国各地の
大学から学生が集まります。また留学生も多数参加しています。交流を通して研究に関する新たな知見
や、各国の文化の違いなどを知ることができました。普段研究室という閉鎖的な空間で大半を過ごして
いるため、このような機会は非常に貴重です。また授業後にはみんなでご飯に行ったり、東京観光をし
たりして、非常に楽しく充実した時間を過ごすことができました。現在、本学科では、博士後期課程に
進学する人数がそれほど多くないため、当初は博士後期課程への進学に不安を感じていました。PEP に
は博士号取得を目指す同志が多数いることから、不安が少し解消されたとともに、研究へのモチベーシ
ョンが大きく向上しました。今後も新しくできた仲間と切磋琢磨して研究に邁進していきたいです。 

プログラム修了時（学位取得時）に育成される 6つの課題解決能力 

産業 
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交換留学・研究留学 本学では、学部在学中に海外の協定大学へ半年～１年間、休学せずに海外留学でき
る「交換留学制度」(国際副専攻の学生は海外留学が必修)や研究室配属後(学部 4年～大学院)に海外
の研究機関へ数ヶ月～半年間の研究留学が可能な派遣留学生経済支援制度などを行っており、海外留
学を推奨しています。現在、50以上の海外大学と交換留学協定を結んでおり、これらの大学へ留学す
る場合は留学先の授業料は免除され、宿舎の斡旋や留学中の費用のサポートが受けられます。交換留
学派遣生となるためには、TOEFL や IELTS などの検定試験で一定以上のスコアが要求されます（短期
英語研修では不要）。派遣学生の募集は、毎年春と秋の 2回行われます。 

 

奨学金制度 

本学大学院では、博士後期課程に入学する研究意欲が旺盛で優秀な大学院生に対して、年額 180万円
の給付(返済不要)を行う奨学金制度(大学院研究奨励奨学金)が実施されており、全学の入学予定者から
毎年度 8名程度が採用されています。また、博士後期課程の大学院生は、日本学生支援機構の奨学金制
度に加え、月額 20 万円の研究奨励金と年額 150 万円以内の研究費(令和元年度実績)が給付される日本
学術振興会の特別研究員に応募できますが、業績(学会発表や論文投稿)も重要視されるので計画的に研
究を進める必要があります。このように、博士後期課程の学修環境は、以前と比較して大変に充実して
きていますので、将来研究者として活躍したいと考えている方には、博士後期課程への進学を勧めます。 
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学域・学科の施設と共通機器  

本学域・学科の関連施設は主に南大沢キャンパス 9号館にあります。主な施設としては、学域・学科

全員が使用する共通施設(講義室や学生実験室、ゼミ・会議室、共通機器など)、他学部などと共同で運

用する施設、サポートを行う施設(事務室、医務室)、そして学域・学科に所属する研究室などがありま

す。各研究室は独自の施設を持ち、最先端の研究を行っています。 
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学域・学科の施設と共通機器 

学域・学科の共通機器と装置 

 本学域・学科ではミクロな現象を高感度かつ短時間で検出し解析するために、大型分析機器・装置を

共通スペースに集め利用しています。これらの機器は特別研究や大学院における研究に広く活用されて

います。これらの学域・学科共通機器に加え、さらに大型装置や高性能分析機器などを全学研究施設へ

設置して共同で運用し、より先進的な測定や分析を行っています。下表は本学域・学科の共通機器およ

び全学共通装置の中で特に本学域・学科に関連が深い機器です。この他に、放射性物質を取り扱うこと

が可能な RI 研究棟の機器もあります。 

  

機 器 名 装 置 名 できること 

走査型分析電子顕微鏡 (SEM) 
JEOL JSM-7500 

Thermo Fisher Phenom ProX 
形態観察・元素分析 

X線回折装置 (XRD) 
リガク Smartlab 

リガク MiniFlex600 
結晶構造や規則構造の解析 

単結晶 X線構造解析装置 ブルカー D8 Venture 結晶の原子配列の分析 

X線光電子分光装置 (XPS) JEOL JPS9010MX 固体表面の組成や状態の分析 

核磁気共鳴装置 (NMR) JEOL ECS-300 分子構造の決定 

固体用核磁気共鳴装置 (NMR) JEOL ECA-400 固体構造の解析 

質量分析装置 (MS) JEOL JMS-700 分子量の測定 

元素分析装置 (EA) パーキンエルマー 
2400CHN 分子の組成確認・純度の評価 

高周波誘導結合プラズマ発光分
光分析装置 (ICP) 島津製作所 ICPE-9820 組成元素の定性・定量分析 

原子吸光光度計 (MS) 島津製作所 AA7000 組成元素の定性・定量分析 

示差走査熱量計 (DSC) 
日立 DSC-7000X 

島津製作所 DSC-60 
構造温度変化解析 

示差熱重量同時測定装置 
(TG-DTA) 日立 STA-7300 構造の温度変化の解析 

ゼータ電位・粒径測定システム 大塚電子株式会社 ELS Z 表面の電気的性質粒径の測定 

レーザーラマン分光光度計 日本分光 NRS-410 化学結合や官能基の分析 

 

学域・学科の施設と共通機器  

本学域・学科の関連施設は主に南大沢キャンパス 9号館にあります。主な施設としては、学域・学科

全員が使用する共通施設(講義室や学生実験室、ゼミ・会議室、共通機器など)、他学部などと共同で運

用する施設、サポートを行う施設(事務室、医務室)、そして学域・学科に所属する研究室などがありま

す。各研究室は独自の施設を持ち、最先端の研究を行っています。 
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大学の窓口・施設  

教務課(http://www.kisokyo.tmu.ac.jp/kyomu/) 
履修申請、在学・成績証明書の発行など、大学での学務全般を扱う窓口で、1 号館にあります。学割

の発行も行っています。休講や学生呼出などの情報は窓口前の掲示板に張り出されるとともに、専用の
ホームページ(https://jjh.tmu.ac.jp/、スマホ版 https://jjh.tmu.ac.jp/campusweb/campussmart.do)
でも公開されています。これらのページは、履修申請や成績確認でも使用します。なお、専門科目の教
務課は、8号館と 9号館の間、2階 9号館寄りにあります。 

学生サポートセンター(https://gs.tmu.ac.jp/) 
奨学金や授業料減免の受付、学生寮・寄宿舎や教室・講堂・学館(7

号館)・各種運動施設の利用受付、就職支援など、学生生活全般にわ
たる業務を扱う窓口で、1 号館(学生課)と 7 号館(就職課)にありま
す。カウンセラーに個人相談のできる学生相談室や医務室(健康支援
センター)もあります。保険(学生教育研究災害傷害保険)の加入手続
きが行えます。小冊子「キャンパス（CAMPUS）」も参考にしてくださ
い。 

図書情報センター本館(https://www.lib.tmu.ac.jp/) 
約 60万冊の蔵書が収められており、平日は 9時から 22時まで、土曜や春夏冬季の休業期間中は 9時

から 19時まで、図書閲覧や勉強のために利用できます。図書は、2週間、10冊まで借りることができま
す。また、館内ではノートパソコンを借りて利用することができます。窓口でマイライブラリの利用を
申請すれば、インターネットを通じて図書貸出の予約や資料の取り寄せなどを行うことができます。日
野キャンパス、荒川キャンパスにもそれぞれ分館があり、相互利用ができます。 

情報関係施設(https://www.comp.tmu.ac.jp/tmuner/) 
1号館と情報処理施設にはパソコン室があり、授業時間外に開放されています。また、AV棟と図書情

報センター内でノートパソコンの貸出が行われています。ユーザアカウントは入学と同時に発行されま
すが、利用にあたっては情報リテラシー実践 I の授業で行われる倫理講習を受講する必要があります。 

東京都立大学 生活協同組合(https://www.univcoop.jp/tmu/) 
南大沢キャンパスのほぼ中央に、食堂と購買部があり、授業期間中は昼から夜まで営業しています(土

曜や休業期間中は昼のみの営業のことが多いようです)。購買部では、教科書・書籍や文具類、弁当など
を販売しているほか、旅行の手配、保険(学生総合共済)の加入、運転免許・TOEIC・TOEFLをはじめとす
る各種受験の申込などができます。生協の組合員になると、書籍が 10 ％割引で購入できます。また、イ
ンターネットによる書籍・CD・DVD購入サービスを利用できます。 

国際センター(http://www.ic.tmu.ac.jp)・国際交流会館 

大学の国際交流に関する業務の窓口で、国際交流会館にあります。海外留学・英語研修(7ページ参照)
のサポートや留学相談も行われています。国際交流会館の大会議室・中会議室では、国際学会や各種の
学会・研究会が開かれています。環境応用化学域・学科の修士論文発表会と特別研究発表会は、例年、
大会議室を使って行われます。フランス料理のレストランも営業しており、ランチがおすすめです。 

カフェテリア館(トムの食堂と売店) 

9号館の南東にあるコンビニエンスストアです。弁当類を販売しているほか、食堂も営業しています。
11号館、12 号館から近いので、専門の講義が増えてくると食事や休憩に便利です。 

プロジェクト研究棟・フロンティア研究棟 

高度・大規模な研究を行う施設として、プロジェクト棟(運動広場横)は 2009年、フロンティア研究棟
(東門横)は 2014年に竣工しました。環境応用化学域・学科にも利用している研究室があります。 

運動施設 

南大沢キャンパスの東側には、野球場、球技場、体育館、トレーニングルーム、室内温水プール、テ
ニスコート、多目的運動場(フットサルコート、ソフトボールコート)など、各種運動施設があります。
体育の授業(身体運動演習)やクラブ・サークル活動で利用されるほか、環境応用化学域・学科学生主催
のスポーツ大会でも使われています。テニスコート、プールなどには、学内開放といって、学内の誰で
も利用できる時間帯も設定されています。詳しくは学生サポートセンターに問い合わせてください。 
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体育の授業(身体運動演習)やクラブ・サークル活動で利用されるほか、環境応用化学域・学科学生主催
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研究室紹介  

先端機能物質分野 川上研究室 
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 准教授  田
た
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なか

 学
まなぶ

 

助 教  乗富
のりとみ

 秀
ひで

富
たか

 特任准教授 中江
なかえ

 豊
とよ

崇
たか

 特任准教授 吉岡
よしおか

 正浩
まさひろ

 

 

研究概要 

人類が今後も持続的発展を遂げるには、環境・エネルギー問題を考慮したあるいはそれら問題を解決
できるマテリアル創製が重要となります。サステイナブルテクノロジー、ナノテクノロジーを実践でき
る「材料（環境工学マテリアル）の基礎および応用に関する研究」を進めています。一方、化学・生物
学・医学と工学とを結ぶバイオエンジニアリングは、今後の生命科学、環境科学の分野で中心的役割を
果たす研究領域ですが、私達の研究室では、このバイオエンジニアリングを発展させる上で最も重要と
なる「材料（バイオマテリアル）の基礎および応用に関する研究」も進めています。  
私達の研究室では、高分子化学・有機化学・分子生物学を基礎にして、地球規模で問題となる環境や

エネルギー、さらに大都市でますます深刻となる高齢化医療への対策として、新しい環境工学マテリア
ル、バイオマテリアルを創り出すため、研究の方法論や独創性がどこにあるのか、何のために研究をす
るのかを厳しく問いながら、各自が研究テーマに取り組んでいます。学生は日頃の研究や学会・国際会
議での発表を通して様々なことを学びながら、これからの時代に対応できる能力を育むとともに、人類
の環境とエネルギー、医療と福祉に貢献できるよう努力を重ねています。 

主な研究内容 

 高機能性分離材料（超高気体透過性分離膜の創製に基づく地球規模での温暖化等の環境問題の解決） 
 固体高分子型燃料電池（プロトン伝導性ナノファイバーを用いた高性能高分子電解質膜材料の開発） 
 全固体リチウム二次電池（ポリマーナノファイバーと高分子電解質との複合固体電解質膜の開発） 
 CO2還元触媒 (分離•回収した CO2の有用物質への変換により CO2削減・固定化に繋がる触媒の開発) 
 エピジェネティクス工学（エピジェネティクス制御とドラッグデリバリーシステムによる疾患治療） 
 人工酵素（生体酵素を超える人工酵素の合成による活性酸素種や生体内フリーラジカルの制御） 
 細胞工学（幹細胞、免疫細胞やエクソソームを用いた再生医療、細胞治療、アルツハイマー治療） 
 材料プロセスへの磁場応用（磁気科学を利用した高分子-無機複合材料の配向•位置制御法の開発） 

研究キーワード 

ナノファイバー工学、二酸化炭素分離膜、Direct Air Capture(DAC)、燃料電池、リチウムイオン二次電池、
空気電池、水電解、Carbon dioxide Capture, Utilization, and Storage(CCUS)、触媒、エピジェネティクス
工学、生体内フリーラジカル制御、再生医療、ドラッグデリバリー、細胞老化抑制、デザイナー細胞、エクソ
ソーム、磁気科学、磁場配向 
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研究室紹介 

先端機能物質分野 朝山研究室 

教授  朝
あさ

山
やま

 章一郎
しょういちろう

    

 

研究概要 

人類の健康を維持し生活の質（QOL）を向上させるバイオマテリアル（生体機能材料）に関する研究を
しています。バイオマテリアル研究の中で、先端かつ均質医療を実現するドラッグデリバリーシステム
（DDS）応用研究をはじめ、様々なバイオマテリアルを創製しています。水溶性（液相系）のバイオマテ
リアルである DDS材料として、バイオ医薬品をはじめとする広義の医薬（核酸、タンパク質、生理活性
亜鉛）を、未だ治療法の無い疾患に適応させ、治療を実現する新規キャリアを合成しています。また、
キャリアである高分子自体に、根治治療効果（外部刺激に応答してその構造や機能を変化させるインテ
リジェント材料）や、体内で長期間安定に機能するための固相表面修飾能を持たせる（血液や生体組織
に対して高い親和性を有する生体適合性材料）など、新奇なバイオマテリアルも創製しています。この
様に、当研究室では、化学と生命科学の学際領域研究を推進し、すなわち、生化学、有機化学、高分子
化学、分子細胞生物学、薬学、医学を融合した研究により、人類の医療と福祉（生活環境）に貢献しま
す。 

主な研究内容 
 遺伝子（プラスミド DNA）デリバリーシステム： 

微小遺伝子凝縮体による生体内未踏空間へのデリバリー → その場組織幹細胞再生医療 
 生理活性亜鉛イオン（Zn2+）デリバリーシステム： 

血糖降下ホルモン血中濃度の遠隔操作・細胞分化誘導 → 糖尿病治療の革新・骨格筋再生 
 バイオマテリアル先端機能開拓： 

バイオイナート表面構築 → シンプルコーティングによる血液適合性材料・医療デバイス 
コレステロールベシクル形成 → 認知症治療・機能性デリバリーキャリア 
酵素擬似活性中心構築 → 医薬品モダリティの拡大・生体内有害物質無毒化 

研究キーワード 
バイオマテリアル（生体機能材料）、ドラッグデリバリーシステム（DDS）、デリバリーキャリア材料（高分子）、
遺伝子（プラスミド DNA）、生理活性亜鉛イオン、バイオ医薬品、生体適合性、生体分子工学、医療・福祉 

研究室紹介  

先端機能物質分野 川上研究室 

教 授  川
かわ

上
かみ

 浩
ひろ

良
よし

 准教授  山
やま

登
と

 正
まさ

文
ふみ

 准教授  佐藤
さとう

 潔
きよし

 准教授  田
た

中
なか

 学
まなぶ

 

助 教  乗富
のりとみ

 秀
ひで

富
たか

 特任准教授 中江
なかえ

 豊
とよ

崇
たか

 特任准教授 吉岡
よしおか

 正浩
まさひろ

 

 

研究概要 

人類が今後も持続的発展を遂げるには、環境・エネルギー問題を考慮したあるいはそれら問題を解決
できるマテリアル創製が重要となります。サステイナブルテクノロジー、ナノテクノロジーを実践でき
る「材料（環境工学マテリアル）の基礎および応用に関する研究」を進めています。一方、化学・生物
学・医学と工学とを結ぶバイオエンジニアリングは、今後の生命科学、環境科学の分野で中心的役割を
果たす研究領域ですが、私達の研究室では、このバイオエンジニアリングを発展させる上で最も重要と
なる「材料（バイオマテリアル）の基礎および応用に関する研究」も進めています。  
私達の研究室では、高分子化学・有機化学・分子生物学を基礎にして、地球規模で問題となる環境や

エネルギー、さらに大都市でますます深刻となる高齢化医療への対策として、新しい環境工学マテリア
ル、バイオマテリアルを創り出すため、研究の方法論や独創性がどこにあるのか、何のために研究をす
るのかを厳しく問いながら、各自が研究テーマに取り組んでいます。学生は日頃の研究や学会・国際会
議での発表を通して様々なことを学びながら、これからの時代に対応できる能力を育むとともに、人類
の環境とエネルギー、医療と福祉に貢献できるよう努力を重ねています。 

主な研究内容 

 高機能性分離材料（超高気体透過性分離膜の創製に基づく地球規模での温暖化等の環境問題の解決） 
 固体高分子型燃料電池（プロトン伝導性ナノファイバーを用いた高性能高分子電解質膜材料の開発） 
 全固体リチウム二次電池（ポリマーナノファイバーと高分子電解質との複合固体電解質膜の開発） 
 CO2還元触媒 (分離•回収した CO2の有用物質への変換により CO2削減・固定化に繋がる触媒の開発) 
 エピジェネティクス工学（エピジェネティクス制御とドラッグデリバリーシステムによる疾患治療） 
 人工酵素（生体酵素を超える人工酵素の合成による活性酸素種や生体内フリーラジカルの制御） 
 細胞工学（幹細胞、免疫細胞やエクソソームを用いた再生医療、細胞治療、アルツハイマー治療） 
 材料プロセスへの磁場応用（磁気科学を利用した高分子-無機複合材料の配向•位置制御法の開発） 

研究キーワード 

ナノファイバー工学、二酸化炭素分離膜、Direct Air Capture(DAC)、燃料電池、リチウムイオン二次電池、
空気電池、水電解、Carbon dioxide Capture, Utilization, and Storage(CCUS)、触媒、エピジェネティクス
工学、生体内フリーラジカル制御、再生医療、ドラッグデリバリー、細胞老化抑制、デザイナー細胞、エクソ
ソーム、磁気科学、磁場配向 
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研究室紹介  

先端物質デザイン分野 久保研究室

教授   久保
く ぼ

 由
ゆう

治
じ

 助教   伊藤
いとう

 正人
まさと

  

 

研究概要 

有機化学の大きな目標のひとつは、原子や分子を思い通りに組み合わせる新しい「ものづくり」の原

理を構築し、その方法論にそったユニークな分子機能の創出です。当研究室では、持続可能社会へ貢献

できる有機材料の開発をめざし、有機化学を基軸に物質の階層的構築法としての超分子化学（自己組織

など）、そして機能化開拓に光化学を取り入れた新物質創製をおこなっています。具体的には、再生可能

エネルギーの有効利用を目的とした光電変換デバイス・太陽電池・水素製造や環境保全技術に適用可能

なケモセンサー、また環境に優しい物質変換機能をもつ超分子材料の提案を通じて世界へ情報発信をお

こなおうと、日夜努力しています。また、研究を通じて国際交流を積極的に進めています。 

主な研究内容 

 光電変換デバイスへの応用を志向した有機色素の合成 

 光エネルギーの有効利用に資するフォトン・アップコンバージョンおよび励起子分裂系の構築 

 有機太陽電池用増感色素の合成と評価（国際共同研究） 

 色素増感型光触媒を用いた高効率水素製造技術の開発 

 室温燐光特性をもつ超分子材料の調製 

 固体発光性共役分子の合成と機能化 

 有機電界発光素子としての利用を目指した新規π共役分子の創製 

 安心・安全な社会に貢献できる機能材料の開発 

研究キーワード 

有機合成化学、π共役分子、色素、超分子、自己組織、室温燐光、固体発光、水素製造、有機太陽電池、
ケモセンサー 
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研究室紹介 

先端物質デザイン分野 瀬高研究室 

教授  瀬
せ

高
たか

 渉
わたる

   

助教  稲
いな

垣
がき

 佑
ゆう

亮
すけ

   

 

研究概要 

医薬品や液晶などに代表されるファインケミカルは、現代社会の暮らしを豊かにする応用化学材料で

す。これらの多くは、少量でも高度な機能性を示す有機分子材料です。主に炭素原子、水素原子、窒素

原子および酸素原子で構成される有機分子は、その元素の組み合わせに無限の自由度があり、多種多様

な構造の分子を設計・合成することが可能です。私たちは、これに環境負荷が小さい元素であるケイ素

原子を組み込むことにより、有機分子の新しい機能性を開発する研究を行っています。すなわち、新規

な構造の有機ケイ素分子の設計・合成および機能評価の研究を通して、新しいファインケミカル開発の

ための基礎原理を確立する研究を進めています。 

主な研究内容 

 結晶中でベンゼン環が回転する“分子ジャイロコマ”の合成と回転運動に伴う結晶物性 

ベンゼン環が架橋したかご化合物は、ベンゼン環が１軸回転可能であることからジャイロコマと同

様の機能性が期待されています。回転子のπ電子系をデザインして、固体発光、誘電性、および複

屈折性など回転に伴う固体機能性開発を進めています。 

 柔軟かご型シラシクロアルカンにおける構造化学の機能利用 

柔軟の構造のシクロアルカンは、in/out異性体間で同相変換と呼ばれる特異な構造トポロジー化学

を示します。この構造化学の基礎を解明し、機能利用につなげる研究をしています。 

 ケイ素基盤ロタキサンの合成と動的分子配座制御 

大環状分子に軸分子がはまり込んだ分子はロタキサンと呼ばれています。環状分子が軸分子上を高

速シャトリングする際の軸分子の構造と性質について研究しています。 

研究キーワード 

分子機械、分子運動、機能性有機材料、構造有機化学、典型元素化学、X線結晶構造解析 

 

研究室紹介  

先端物質デザイン分野 久保研究室

教授   久保
く ぼ

 由
ゆう

治
じ

 助教   伊藤
いとう

 正人
まさと

  

 

研究概要 

有機化学の大きな目標のひとつは、原子や分子を思い通りに組み合わせる新しい「ものづくり」の原

理を構築し、その方法論にそったユニークな分子機能の創出です。当研究室では、持続可能社会へ貢献

できる有機材料の開発をめざし、有機化学を基軸に物質の階層的構築法としての超分子化学（自己組織

など）、そして機能化開拓に光化学を取り入れた新物質創製をおこなっています。具体的には、再生可能

エネルギーの有効利用を目的とした光電変換デバイス・太陽電池・水素製造や環境保全技術に適用可能

なケモセンサー、また環境に優しい物質変換機能をもつ超分子材料の提案を通じて世界へ情報発信をお

こなおうと、日夜努力しています。また、研究を通じて国際交流を積極的に進めています。 

主な研究内容 

 光電変換デバイスへの応用を志向した有機色素の合成 

 光エネルギーの有効利用に資するフォトン・アップコンバージョンおよび励起子分裂系の構築 

 有機太陽電池用増感色素の合成と評価（国際共同研究） 

 色素増感型光触媒を用いた高効率水素製造技術の開発 

 室温燐光特性をもつ超分子材料の調製 

 固体発光性共役分子の合成と機能化 

 有機電界発光素子としての利用を目指した新規π共役分子の創製 

 安心・安全な社会に貢献できる機能材料の開発 

研究キーワード 

有機合成化学、π共役分子、色素、超分子、自己組織、室温燐光、固体発光、水素製造、有機太陽電池、
ケモセンサー 
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研究室紹介  

エネルギーデバイス分野 梶原研究室 

教授  梶
かじ

原
はら

 浩
こう

一
いち

   

助教  石島
いしじま

 政
まさ

直
なお

   

 

研究概要 

セラミックスやガラスなどの固体酸化物は、古くは石器や宝石、陶磁器などとして私達にとって身近

な材料でしたが、1980 年代のニューガラス・ファインセラミックスブームを契機として光ファイバー、

セラミックスターボチャージャー、高温超伝導材料、ネオジム磁石などの多くの新材料が開発され、先

端材料としても注目されるようになりました。これらの無機系固体物質・材料を対象に、持続可能な都

市環境と低炭素社会を支える光・電子機能性材料の研究を行っています。低環境負荷合成法の開発や構

造・物性解析、新規材料探索を中心とした基礎研究と、デバイス開発などの応用研究の両面から研究を

推進しており、希土類ドープ高効率蛍光ガラス、ケイ素系–有機無機ハイブリッド、新規固体電解質、機

能性ナノ粒子などの新規材料およびこれらを利用したデバイスの開発を進めています。 

主な研究内容 

 無機系固体材料の低環境負荷合成 

 セラミックス・ガラス・ケイ素系有機–無機ハイブリッドの光・電子機能化 

 シリカガラスの物性および希土類ドープによる蛍光・発光材料への応用 

 無機系固体材料による高効率エネルギー変換 

 アルコール還元法を用いた機能性金属ナノ材料の開発 

 無機物質と光との相互作用 

 固体内部・表面での物質拡散と反応 

研究キーワード 

無機固体化学、セラミックス、ガラス、ナノ粒子、シリカ、発光、透明、電子・イオン伝導、低環境負
荷合成、高効率エネルギー変換 
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研究室紹介 

エネルギーデバイス分野 柳下研究室 

教授  柳下
やなぎした

 崇
たかし

   

助教  棟方
むなかた

 裕一
ひろかず

   

 

研究概要 

物質のサイズをナノメータースケールまで微細化すると、バルクの状態では発現しない新たな特性が

現れることが知られています。私たちは、電気化学プロセスをベースとして、金属、半導体、金属酸化

物、ポリマーなど、様々な素材の幾何学構造をナノメータースケールで精密に制御することによって機

能性材料を創出し、得られたナノ構造材料をもとに、これまでにない機能を持ったエネルギーデバイス、

環境浄化デバイス、光デバイス等の開発にむけた研究を進めています。 

主な研究内容 

 電気化学プロセスによるナノホールアレー構造材料の作製と機能化 

 ナノインプリントプロセスによるナノ構造形成表面の作製と光機能性表面への応用 

 微細構造に基づく超撥水・超撥油表面の形成と応用 

 膜乳化プロセスによる単分散ナノ粒子の形成とエネルギーデバイスへの応用 

 環境浄化を指向した超精密分離用フィルターの作製 

 ナノサイズの口金を用いたナノファイバーの連続紡糸プロセスの開発 

 各種金属酸化物ナノ構造体を利用した電気化学キャパシタの開発 

研究キーワード 

ナノ構造材料、エネルギー、分離ろ過、蓄電池、陽極酸化、自己組織化、バイオミメティクス、ナノイ
ンプリント、膜乳化 

 

電気化学プロセスに基づいて作製された各種ナノ構造材料と応用 

研究室紹介  

エネルギーデバイス分野 梶原研究室 

教授  梶
かじ

原
はら

 浩
こう

一
いち

   

助教  石島
いしじま

 政
まさ

直
なお

   

 

研究概要 

セラミックスやガラスなどの固体酸化物は、古くは石器や宝石、陶磁器などとして私達にとって身近

な材料でしたが、1980 年代のニューガラス・ファインセラミックスブームを契機として光ファイバー、

セラミックスターボチャージャー、高温超伝導材料、ネオジム磁石などの多くの新材料が開発され、先

端材料としても注目されるようになりました。これらの無機系固体物質・材料を対象に、持続可能な都

市環境と低炭素社会を支える光・電子機能性材料の研究を行っています。低環境負荷合成法の開発や構

造・物性解析、新規材料探索を中心とした基礎研究と、デバイス開発などの応用研究の両面から研究を

推進しており、希土類ドープ高効率蛍光ガラス、ケイ素系–有機無機ハイブリッド、新規固体電解質、機

能性ナノ粒子などの新規材料およびこれらを利用したデバイスの開発を進めています。 

主な研究内容 

 無機系固体材料の低環境負荷合成 

 セラミックス・ガラス・ケイ素系有機–無機ハイブリッドの光・電子機能化 

 シリカガラスの物性および希土類ドープによる蛍光・発光材料への応用 

 無機系固体材料による高効率エネルギー変換 

 アルコール還元法を用いた機能性金属ナノ材料の開発 

 無機物質と光との相互作用 

 固体内部・表面での物質拡散と反応 

研究キーワード 

無機固体化学、セラミックス、ガラス、ナノ粒子、シリカ、発光、透明、電子・イオン伝導、低環境負
荷合成、高効率エネルギー変換 
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研究室紹介  

環境分子化学分野 高木研究室 

教授   高木
たかぎ

 慎介
しんすけ

   

准教授  石田
いしだ

 玉青
たまお

 助教   嶋田
しまだ

 哲也
てつや

 教授 立花
たちばな

 宏
ひろし

（大学教育センター） 

   

研究概要 

 私たちの研究室では、「自然に学び自然を超える」を合い言葉に、分子を思い通りに並べ、電子とエネ

ルギーの流れを制御することに挑戦しています。分子を並べることは究極のナノテクノロジーのひとつ

であり、これまでの化学では不可能だったナノ材料の開発や、精緻な化学反応系の構築が可能となりま

す。独自に見出した分子配列技術を用いて、機能性色素材料の開発や、人工光合成モデルの研究を行っ

ています。光合成反応は分子配列を巧みに利用している理想的なエネルギー変換反応であり、人工光合

成を実現できれば、環境問題、エネルギー問題に大きく貢献することができます。更に、極短パルスレ

ーザーを用いた超高速時間分解分光測定、導波路分光測定などにより学理を追究しています。また、金

属クラスター触媒による環境調和型反応プロセスの開発を行っています。 

主な研究内容 

 分子を思い通りに並べる：ナノ層状粒子上での機能性色素の能動的配列・配向制御 

 空間を思い通りに操る：ナノシート層間における分子環境、ナノ空間構造の能動的制御 

 思い通りの反応を実現する：ナノレベルで制御された分子・金属クラスターによる化学反応の研究 

研究キーワード 
ナノ構造化学、光化学、エネルギー、人工光合成、ナノ色素材料、粘土鉱物、無機／有機複合体、金ナ
ノ粒子・金クラスターの触媒作用、不均一系金属触媒を用いた有機反応 

研究内容 
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研究室紹介 

分子計測化学分野 分析化学研究室 

准教授  中嶋
なかじま

 秀
ひずる

 准教授  加藤
かとう

 俊吾
しゅんご

  

助教   毛
まお

 思
すー

鋒
ふぉん

 特任教授  山本
やまもと

 将史
しょうじ

 教授  河西
かさい

 奈保子
な ほ こ

（大学教育センター） 

 

研究概要 

顕微鏡が小さなものを見る道具として大切なように、科学の基本はものを分析し見えるようにするこ

とです。当研究室では、環境試料や生体試料をはじめとする種々の試料の中に、何が、どのような状態

で、どのくらい含まれているのかを現場で迅速に明らかにするための、微小反応場を利用する新しい分

析法や化学センサー・バイオセンサーの開発を行っています。また、大気中の化学反応についての研究

を行っています。 

主な研究内容 

 CD 型マイクロチップを用いるマイクロ化学分析システムの開発 

 有機 EL と有機フォトダイオードを用いる超小型蛍光検出器の開発 

 携帯型免疫分析装置および携帯型遺伝子検査装置の開発 

 表面プラズモン共鳴センサーを用いるエクソソームの分析法の開発 

 海底堆積物中の間隙水の pH 計測を指向した ISFET アレイセンサーの開発 

 マイクロ化学ペンを用いるナノワイヤーの作製と単一細胞分析に関する研究 

 都市及びリモート地での大気中の水素濃度変動に関する研究 

 大気中微量成分測定による汚染大気長距離輸送に関する研究 

 小型小電力の小型ガスセンサーによる大気観測 

研究キーワード 

環境計測、生体分子計測、オンサイト分析、マイクロ化学分析システム（µTAS）、化学センサー、バイ
オセンサー、化学ペン、大気化学、越境大気汚染、揮発性有機化合物、水素、火山性ガス観測 

 

研究室紹介  

環境分子化学分野 高木研究室 

教授   高木
たかぎ

 慎介
しんすけ

   

准教授  石田
いしだ

 玉青
たまお

 助教   嶋田
しまだ

 哲也
てつや

 教授 立花
たちばな

 宏
ひろし

（大学教育センター） 

   

研究概要 

 私たちの研究室では、「自然に学び自然を超える」を合い言葉に、分子を思い通りに並べ、電子とエネ

ルギーの流れを制御することに挑戦しています。分子を並べることは究極のナノテクノロジーのひとつ

であり、これまでの化学では不可能だったナノ材料の開発や、精緻な化学反応系の構築が可能となりま

す。独自に見出した分子配列技術を用いて、機能性色素材料の開発や、人工光合成モデルの研究を行っ

ています。光合成反応は分子配列を巧みに利用している理想的なエネルギー変換反応であり、人工光合

成を実現できれば、環境問題、エネルギー問題に大きく貢献することができます。更に、極短パルスレ

ーザーを用いた超高速時間分解分光測定、導波路分光測定などにより学理を追究しています。また、金

属クラスター触媒による環境調和型反応プロセスの開発を行っています。 

主な研究内容 

 分子を思い通りに並べる：ナノ層状粒子上での機能性色素の能動的配列・配向制御 

 空間を思い通りに操る：ナノシート層間における分子環境、ナノ空間構造の能動的制御 

 思い通りの反応を実現する：ナノレベルで制御された分子・金属クラスターによる化学反応の研究 

研究キーワード 
ナノ構造化学、光化学、エネルギー、人工光合成、ナノ色素材料、粘土鉱物、無機／有機複合体、金ナ
ノ粒子・金クラスターの触媒作用、不均一系金属触媒を用いた有機反応 

研究内容 
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研究室紹介  

環境調和化学分野 宍戸研究室 

教授   宍戸
ししど

 哲也
てつや

   

准教授  三浦
みうら

 大樹
ひろき

   

 

研究概要 

「触媒」は、現代社会において欠くことのできない機能性材料です。我々の身の周りの製品のほとん

どは、「触媒」を利用して製造されています。また、自動車や工場からの排気ガスを浄化し、酸性雨や光

化学スモッグなどの環境問題を防止しているのも「触媒」の働きです。このように「触媒」は、大変有

用で重要な機能性物質です。最近では、分析手法や理論化学計算の手法の進歩に伴い、「触媒」が鍵とな

って起こっている現象（化学反応）を原子・分子レベルで解析することが可能になりつつあります。私

達の研究室では、いろいろな分光法を駆使することによって「触媒」表面の構造と電子状態を解析し、

さらに速度論的な検討を組み合わせることで、「触媒」で起こっている現象を明らかにしようとしてい

ます。また、これをもとに高機能な触媒が備えるべき性質や、改善すべき点などを考え、この知見をも

とに高機能な「触媒」の設計・構築を行い、「新しく高効率な分子変換プロセスの構築」や「環境保全・

浄化に有効なシステムの構築」を目指しています。 

主な研究内容 

 金属あるいは合金ナノ粒子を用いたあたらしい選択的分子変換反応の開発 

 固体表面における酸・塩基性の発現機構とその応用 

 メタン、二酸化炭素など安定な小分子の効率的な選択的変換反応の開発 

 環境汚染物質の高効率除去を可能とする触媒の開発 

 高効率な水素製造・輸送・貯蔵システムの開発 

研究キーワード 

触媒化学、物理化学、表面科学、固体酸塩基、その場分析、環境調和型反応、グリーンケミストリー、
環境・エネルギー 
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研究室紹介 

環境調和化学分野 首藤研究室 

教授   首藤
しゅどう

 登志夫
と し お

   

 

研究概要 

当研究室では、人類のエネルギー利用における環境負荷を低減することを目標に、水素をはじめとす

る各種の石油代替燃料を用いたエンジンの熱効率向上や燃料電池の発電出力向上などの工学的応用研

究を行っています。日本のエネルギー利用の約 2 割が自動車によるものですが、自動車の動力システム

に用いられるエンジンと燃料電池を比べると、出力の点ではエンジンが有利であり、効率の点では燃料

電池が有利です。そこで当研究室では、特にエンジンの熱効率を向上させることと燃料電池の発電出力

を向上させることに取り組んでいます。その中で、水素は着火や燃焼の特性がガソリンや軽油などの炭

化水素とは大きく異なっており、水素を利用したエンジン燃焼には興味深い研究課題が多くあります。

水素のみを燃料とする水素エンジンの他に、水素によって他の燃料の着火性を制御するような燃焼シス

テムについても研究しています。また、燃料電池の発電性能向上には様々なアプローチがありますが、

当研究室では反応物を電極に供給する流路の構造を工夫することにより発電出力密度を向上させる実

証実験的な研究を行っています。 

主な研究内容 

 環境調和型のエネルギー利用システム 

 自動車動力システムの効率向上と環境負荷低減 

 燃料電池における反応物流路構造による発電出力密度向上 

 水素エンジンにおける壁面熱伝達の低減による熱効率向上 

 高効率・低公害の予混合圧縮自己着火燃焼の低温酸化反応制御 

 高エネルギー密度の水素キャリアとしてのメタノールの利用 

 メタノールの電気分解による高効率の水素製造 

研究キーワード 

エネルギー、水素、燃焼、エンジン、燃料電池、代替燃料、環境調和型エネルギー利用、環境負荷低減 
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研究室紹介  

環境調和化学分野 宍戸研究室 

教授   宍戸
ししど

 哲也
てつや

   

准教授  三浦
みうら

 大樹
ひろき

   

 

研究概要 

「触媒」は、現代社会において欠くことのできない機能性材料です。我々の身の周りの製品のほとん

どは、「触媒」を利用して製造されています。また、自動車や工場からの排気ガスを浄化し、酸性雨や光

化学スモッグなどの環境問題を防止しているのも「触媒」の働きです。このように「触媒」は、大変有

用で重要な機能性物質です。最近では、分析手法や理論化学計算の手法の進歩に伴い、「触媒」が鍵とな

って起こっている現象（化学反応）を原子・分子レベルで解析することが可能になりつつあります。私

達の研究室では、いろいろな分光法を駆使することによって「触媒」表面の構造と電子状態を解析し、

さらに速度論的な検討を組み合わせることで、「触媒」で起こっている現象を明らかにしようとしてい

ます。また、これをもとに高機能な触媒が備えるべき性質や、改善すべき点などを考え、この知見をも

とに高機能な「触媒」の設計・構築を行い、「新しく高効率な分子変換プロセスの構築」や「環境保全・

浄化に有効なシステムの構築」を目指しています。 

主な研究内容 

 金属あるいは合金ナノ粒子を用いたあたらしい選択的分子変換反応の開発 

 固体表面における酸・塩基性の発現機構とその応用 

 メタン、二酸化炭素など安定な小分子の効率的な選択的変換反応の開発 

 環境汚染物質の高効率除去を可能とする触媒の開発 

 高効率な水素製造・輸送・貯蔵システムの開発 

研究キーワード 

触媒化学、物理化学、表面科学、固体酸塩基、その場分析、環境調和型反応、グリーンケミストリー、
環境・エネルギー 
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研究室紹介  

先端触媒反応分野 天野研究室 

教授  天野
あまの

 史
ふみ

章
あき

 助教  別府
べっぷ

 孝
こう

介
すけ

  

   

 

研究概要 

太陽光や風力などの再生可能エネルギーが注目されて久しいですが、長期間のエネルギー保存に

は不向きです。そこで検討されているのが、水を電気分解して、燃料となる水素を生産しようとい

う研究です。水素は運ぶこともできるため、遠くはなれた場所で使うこともできます。 

植物は、太陽光に含まれる可視光を用いて、二酸化炭素から糖類を作り出しています。これが光

合成です。つまり太陽光による燃料生産は、人工光合成と言えます。その際に欠かせないのが、化

学反応の速度を速める働きをする物質「触媒」です。特に光エネルギーを吸収したときにこの働き

をしめすものを「光触媒」と呼びます。 

私たちは、物質の持つ特徴を活かした材料設計によって電極触媒や光触媒の高性能化を目指して

います。人工光合成によって、再生可能エネルギーを用いた燃料や化学品が生産できるようになれ

ば、カーボンニュートラル（脱炭素化）の実現も夢ではありません。 

主な研究内容 

 光触媒・光電極・電極触媒などを用いた分子変換反応プロセスの開発 

 再生可能エネルギーを用いた燃料や化学品（水素や過酸化水素など）の製造 

 メタンや二酸化炭素などの炭素資源の有用化学品への変換 

 新たな着眼点や手法による光触媒・光電極・電極触媒などの機能性材料の開発 

 種々の分光法や計算科学を駆使した物質特性や表面反応機構の学術的理解 

研究キーワード 

 光触媒、光電極、電極触媒、人工光合成、再生可能エネルギー、エネルギーキャリア、 

固体触媒化学、光電気化学、無機材料化学、表面科学、反応工学、分光分析化学 
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キャンパスライフ 

大学 2年生の生活 
佐久間 友結（都市環境学部 環境応用化学科 2年） 

2 年生では 1 年生の時と比べ学ぶ内容が専門的になります。興味のある化学の分野から、これまであ
まり関心を持てなかった化学の分野まで幅広く学ぶことができます。幅広く専門的な化学を学ぶという
ことは、つまらない勉強からの脱却です。「『つまらない』から脱却する」というのは、楽しさと大変さ
のどちらの意味も含みます。高校で習ってきたことを専門的な面から理解できたときに化学の面白さを
感じる一方で、授業の内容が濃くなるために勉強の負担も大きくなります。2 年生になると e ラーニン
グを利用して予習復習テストを行っている授業が多いため、私はそれをきっかけに予習復習を心掛ける
ようになりました。予習復習を怠ったときには授業についていくのが大変ですが、2 年生の後期になる
と学生実験のレポート提出が毎週あるので全ての授業の予習復習を完璧にこなすことが難しくなりま
す。そのため、計画的かつ効率よく勉強することが必須です。今では、自分が難しいと感じる授業の予
習復習を中心に行っており，日々の自習の積み重ねによって，テスト期間中の負担がぐっと減らせてい
ます。1 年生から明確に将来やりたいことが決まっている人は少ないと思います。実際に私もその一人
です。ですが、私は自分の将来の選択肢を増やすために良い成績が取れるように努力しています。それ
は、成績評価の結果が 4年生の時に配属される研究室の選択や大学院に入る時に重要になってくるから
です。将来の自分のためにも今の時間を有意義に過ごしていきたいです。 

大学 4年生の生活 
岡本 紗椰香（都市環境学部 環境応用化学科 4年） 

大学 4 年次になると、3 年次までの講義中心の生活から、実験中心の研究生活にライフスタイルがガ
ラッと変わります。10以上ある研究室の中から自分の興味のある分野を選ぶことができます。研究室で
は、一人一人に与えられた研究テーマについて、3 年次までに学んだ知識を総動員して研究を進めてい
きます。先生や先輩にアドバイスをもらいながら、充実した設備の中で研究に打ち込むことができます。
未知のことについて研究をするため、分からないことがたくさん出てきますが、実験結果をよく考察す
ることで、研究の問題点や、それをどのように解決すべきかを主体的に考えられるようになります。ま
た、最新の論文を紹介し合い関連する研究について学ぶ雑誌会や、自分
の研究結果を報告し、他の人から意見をもらう進捗報告会などがありま
す。研究室メンバーとのディスカッションを通して、新たな発見や気づ
きが得られたり、プレゼンテーションを重ねることで、分かりやすく伝
える方法を学んだりすることができます。より実践的に化学に触れるこ
とで、その奥深さや難しさに気付き、化学がますます面白いと感じるこ
とができると思います。研究室では留学生や外国人スタッフと一緒に研
究を行う機会も多く、英語でのディスカッションなど貴重な経験を積む
ことができます。大学 4 年生の生活は、知識の面でも人としてもすごく
成長できる、これまでにない 1年になるはずです。 

修士課程の生活 
川口 楓（大学院都市環境科学研究科 環境応用化学域 博士前期課程 1年） 

修士課程からは、学部 4年生の研究を発展させるだけでなく、研究テーマの立案から研究成果の学会
発表や論文化に至るまで、自立した研究が可能になります。そのため、個々の研究に対する向き合い方
や学部時代の勉強量が研究成果に露骨に表れはじめます。テーマの立案では、自分の研究テーマのこと
を誰よりもよく理解したうえで教授やラボメンバーにプレゼンし、研究の意義や戦略を理解してもらわ
なければなりません。また、研究室の報告会や学会発表などでは、自分の研究を分かりやすく、かつ具
体的に相手に伝えなければなりません。このような場面では、日々の研究活動はもちろんのこと、意外
にもサークル活動やアルバイト、留学などでのコミュニケーションの経
験が活きてきます。言い換えれば、修士課程では個々の努力量やポテン
シャルが如実に反映されます。学部 4年生を含めた 3年間の過ごし方次
第で、個々の人間力に圧倒的な差が生じるのです。3 年間での成長を就
職活動や進学のアピールポイントにできるかどうかも、全て自分次第だ
ということです。脅すようなことを書いてしまいましたが、自分の好き
な研究を好きなだけできるというのは心底楽しいものです。本学科なら
そのための研究環境は整っています。これを読んでいる皆さんはきっと
化学や研究が大好きで本学科に興味を持ったことと思います。どうぞそ
の気持ちを忘れずに充実したキャンパスライフを送ってください。 学会で口頭発表中の筆者 

実験中の筆者 

研究室紹介  

先端触媒反応分野 天野研究室 
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研究概要 

太陽光や風力などの再生可能エネルギーが注目されて久しいですが、長期間のエネルギー保存に

は不向きです。そこで検討されているのが、水を電気分解して、燃料となる水素を生産しようとい

う研究です。水素は運ぶこともできるため、遠くはなれた場所で使うこともできます。 

植物は、太陽光に含まれる可視光を用いて、二酸化炭素から糖類を作り出しています。これが光

合成です。つまり太陽光による燃料生産は、人工光合成と言えます。その際に欠かせないのが、化

学反応の速度を速める働きをする物質「触媒」です。特に光エネルギーを吸収したときにこの働き

をしめすものを「光触媒」と呼びます。 

私たちは、物質の持つ特徴を活かした材料設計によって電極触媒や光触媒の高性能化を目指して

います。人工光合成によって、再生可能エネルギーを用いた燃料や化学品が生産できるようになれ

ば、カーボンニュートラル（脱炭素化）の実現も夢ではありません。 

主な研究内容 

 光触媒・光電極・電極触媒などを用いた分子変換反応プロセスの開発 

 再生可能エネルギーを用いた燃料や化学品（水素や過酸化水素など）の製造 

 メタンや二酸化炭素などの炭素資源の有用化学品への変換 

 新たな着眼点や手法による光触媒・光電極・電極触媒などの機能性材料の開発 

 種々の分光法や計算科学を駆使した物質特性や表面反応機構の学術的理解 

研究キーワード 

 光触媒、光電極、電極触媒、人工光合成、再生可能エネルギー、エネルギーキャリア、 

固体触媒化学、光電気化学、無機材料化学、表面科学、反応工学、分光分析化学 
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キャンパスライフ   

 

国際学会体験記 
中山 晶皓（大学院都市環境科学研究科 環境応用化学域 博士後期課程 1年） 

私は 2022年 7月から 8月にかけて、GOLD 2022（ケベック, カナダ）・TOCAT9（福岡）・RÅC International 
Summer School 2022（RÅC-2022, ヴァールベリ, スウェーデン）という 3つの国際学会へ参加しました。
近頃は新型コロナウイルスの影響により、厳しい出入国制限が続いていたため、実に 4年振りの海外渡
航となりました。 
 GOLD 2022 や TOCAT9 では、20 分程度の英語による口頭発表を行いました。研究室への配属以来、オ
ンライン形式でない現地開催の学会へは初めて参加したため、不安もありましたが、先生方から手厚く
ご指導頂けたこともあり、落ち着いて発表とその後の質疑応答へ臨むことができました。経済面に関し
ては、研究室や大学から十分に支援して頂け、特
に心配なく参加することができました。 
 RÅC-2022 では、自らの研究に関するポスター

発表に加え、欧州各国から集まった教授陣による
講義を 30コマ程度受講しました。参加者のほとん
どが欧州のポスドクやドクターの学生で、アウェ
ーな雰囲気でしたが、ポスター発表では相手の理
解度に応じた丁寧な説明を心がけることで、私の
研究の面白さを理解して頂け、最終的には参加者
約 70名中 2位の成績を収めることができました。
私は特に帰国子女という訳でもなく、英語に関し
ては常に苦手意識を持ってきましたが、挑戦し場
数を踏むことで、徐々に英語に対するハードルが
下がってきたように感じます。皆さんもぜひ、国
際学会へ参加されてみてはいかがでしょうか。 

 

海外研修プログラム体験記 
長田 悠雅（大学院都市環境科学研究科 環境応用化学域 博士前期課程 1年） 

 本年度の海外研修プログラムはマレーシア・シンガポールにて実施されました。本プログラムは主に
「グローバル企業へのビジネスアイディアのプレゼン」と「研究施設の訪問」から構成されています。
企業プレゼンでは、訪問する企業の事業内容に合わ
せて、現地の課題を解決するためのビジネスアイデ
ィアを提案しました。異なる専門性を持つ班のメン
バーとのディスカッションは難しさもありました
が、新たな視点から物事を捉える良い機会となりま
した。また、ビジネスに繋げるという観点から研究
を見直せたことも貴重な経験となりました。海外研
修者とのディスカッションでは、世界トップレベル
の大学や政府の研究機関を複数訪問し、ラボの見学
や、お互いの研究内容に関するディスカッションを
行いました。特に、シンガポール国立大学では、興
味のある研究者の方に各個人が直接アポイントを
取り、訪問しました。英語での日程調整やディスカ
ッションなど非常に困難もありましたが、この経験
を通して、自分から主体的に行動を起こすことが機
会の創出に繋がることを実感することができまし
た。また、訪問した研究者の方々から、今後の研究
や進路を考える際の参考となるような意見も多く
頂くことができました。本プログラムの魅力は、自
分ひとりでは困難なことに挑戦する機会があるこ
と、またそれを通じて挑戦へのハードルを下げ、主
体的に行動できるようになる点にあると思います。
これを読んで興味を持った方は是非参加してみて
ください。 

国際会議での集合写真（中心が筆者） 

現地企業担当者にプレゼンしている様子 

現地学生との記念写真（右が筆者） 
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キャンパスライフ 

 

博士後期課程の生活 
西尾 英倫（大学院都市環境科学研究科 環境応用化学域 博士後期課程 1年） 

博士後期課程の魅力は学部、修士課程で得てきた知識を総動員して生み出した成果を世界に発信でき
ることです。毎日実験をしていますが、誰も成し遂げたことがない反応が進行しているかどうかを確か
める瞬間や自分が思い描いた仮説を立証するデータが
得られた瞬間が楽しくてたまらないです。しかしなが
ら、研究は楽しいことばかりではなく、思い通りの結
果が出ないことがほとんどで逃げ出したくなる時もあ
ります。そんな時は、緑が多いキャンパス内をふらふ
ら散歩してリフレッシュしたり、研究室内外の友達に
相談したり、雑談したりして再び研究するための英気
を養います。また、博士後期課程になると学会に参加
する機会も多く、よく論文を参考にしている先生方や
研究者に直接会ってディスカッションしたり、取材を
受けたことがあるようなすごい学生とご飯に行った
り、自由に交流できるのも大きな魅力の一つです。最
後に、パンデミックや干ばつなどの影響により世界に
は苦しんでおられる人々がいると感じているので、自
分の研究を通して世界が少しでも幸せになるような成
果を生み出したいなと思って研究を続けています。 

研究留学体験記 
落合 美月（大学院都市環境科学研究科 環境応用化学域 博士前期課程 2年） 

(2022年度は新型コロナウイルスの影響で未実施のため 2019年度分を再掲) 
 学部 4年で研究室に配属されて研究をしていくうちに、研究は世界中で行われており当たり前のよう
に英語で共有されているということに気づきました。そこで、海外で研究ができたら今後必ず役に立つ
スキルが身につくと思い、修士 1 年の夏に、3 ヶ月間のシンガポール科学技術研究庁バイオ情報研究所
派遣プログラムに参加しました。当プログラムは大学の国際課が支援しているもので、ビザや海外保険
などの手続きを大学を通して行うため、安心して留学準備ができました。 
実際に海外での研究生活が始まり、新しく出会う人たちと新
しく学ぶ分野の研究を英語で行うことはとても大変でした。
しかし次第に慣れていき、自身の成長を実感することができ
ました。海外の研究者は、上下関係があまりなく上司にも意
見を率直に伝える姿や、効率的に仕事をこなし仕事とプライ
ベートとのオンオフがはっきりとしているところを見習い
たいと感じました。 

シンガポール科学技術研究庁では、インターン生同士の交
流イベントやセミナーなどが頻繁に開催され、たくさんのイ
ンターン仲間を作ることができました。週末は彼らとシンガ
ポールを散策し、研究以外でも充実した時間を過ごすことが
できました。長い人生のたった 3ヶ月間の経験ですが、心境
や価値観の変化があったことや自分に自信が持てるように
なったことなど、ここに書ききれないほど多くのことを得る
ことができました。 

配属されていた Natural Product 
Chemistry groupのメンバーと共に 

シンガポールでの暮らし 

実験装置の前でポーズを決める筆者 

キャンパスライフ   

 

国際学会体験記 
中山 晶皓（大学院都市環境科学研究科 環境応用化学域 博士後期課程 1年） 

私は 2022年 7月から 8月にかけて、GOLD 2022（ケベック, カナダ）・TOCAT9（福岡）・RÅC International 
Summer School 2022（RÅC-2022, ヴァールベリ, スウェーデン）という 3つの国際学会へ参加しました。
近頃は新型コロナウイルスの影響により、厳しい出入国制限が続いていたため、実に 4年振りの海外渡
航となりました。 
 GOLD 2022 や TOCAT9 では、20 分程度の英語による口頭発表を行いました。研究室への配属以来、オ
ンライン形式でない現地開催の学会へは初めて参加したため、不安もありましたが、先生方から手厚く
ご指導頂けたこともあり、落ち着いて発表とその後の質疑応答へ臨むことができました。経済面に関し
ては、研究室や大学から十分に支援して頂け、特
に心配なく参加することができました。 
 RÅC-2022 では、自らの研究に関するポスター

発表に加え、欧州各国から集まった教授陣による
講義を 30コマ程度受講しました。参加者のほとん
どが欧州のポスドクやドクターの学生で、アウェ
ーな雰囲気でしたが、ポスター発表では相手の理
解度に応じた丁寧な説明を心がけることで、私の
研究の面白さを理解して頂け、最終的には参加者
約 70名中 2位の成績を収めることができました。
私は特に帰国子女という訳でもなく、英語に関し
ては常に苦手意識を持ってきましたが、挑戦し場
数を踏むことで、徐々に英語に対するハードルが
下がってきたように感じます。皆さんもぜひ、国
際学会へ参加されてみてはいかがでしょうか。 

 

海外研修プログラム体験記 
長田 悠雅（大学院都市環境科学研究科 環境応用化学域 博士前期課程 1年） 

 本年度の海外研修プログラムはマレーシア・シンガポールにて実施されました。本プログラムは主に
「グローバル企業へのビジネスアイディアのプレゼン」と「研究施設の訪問」から構成されています。
企業プレゼンでは、訪問する企業の事業内容に合わ
せて、現地の課題を解決するためのビジネスアイデ
ィアを提案しました。異なる専門性を持つ班のメン
バーとのディスカッションは難しさもありました
が、新たな視点から物事を捉える良い機会となりま
した。また、ビジネスに繋げるという観点から研究
を見直せたことも貴重な経験となりました。海外研
修者とのディスカッションでは、世界トップレベル
の大学や政府の研究機関を複数訪問し、ラボの見学
や、お互いの研究内容に関するディスカッションを
行いました。特に、シンガポール国立大学では、興
味のある研究者の方に各個人が直接アポイントを
取り、訪問しました。英語での日程調整やディスカ
ッションなど非常に困難もありましたが、この経験
を通して、自分から主体的に行動を起こすことが機
会の創出に繋がることを実感することができまし
た。また、訪問した研究者の方々から、今後の研究
や進路を考える際の参考となるような意見も多く
頂くことができました。本プログラムの魅力は、自
分ひとりでは困難なことに挑戦する機会があるこ
と、またそれを通じて挑戦へのハードルを下げ、主
体的に行動できるようになる点にあると思います。
これを読んで興味を持った方は是非参加してみて
ください。 

国際会議での集合写真（中心が筆者） 

現地企業担当者にプレゼンしている様子 

現地学生との記念写真（右が筆者） 
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卒業・修了後の進路   

就職と進学 

皆さんは卒業・修了後、大学・大学院で学んだ専門知識や経験を基に、技術者・研究者などとして社
会で活躍することになります。4 年生になると、環境応用化学科のいずれかの研究室に所属して研究テ
ーマを持ち、特別研究を行います。これまで学んだ専門知識を基に、研究を自ら進めていく楽しさを知
るとともに、技術者・研究者として自立するためのスキルを身につける重要な期間です。また、就職す
るか進学するかの最初の選択を行う必要がありますが、化学業界では大学院卒が強く求められています
ので、大学院(博士前期(修士)・後期課程)への進学をお勧めします。現在、4年生の 80 ％以上が進学し
ています。大学院を修了すると、より専門性の高い研究職や大学教員などとして活躍する道がさらに広
がります。また、グローバルに活躍するためには博士号が求められるため、博士後期課程に進学し博士
号の学位を取得することも視野に入れましょう。 

採用システムの変化と求められる人材像 

2021 年度入社以降の大学卒業・大学院修士課程修了予定者などの採用選考については、『採用選考に
関する企業の倫理憲章』の定めが撤廃されました。応募形態には主に大学推薦と自由応募があります。
最近の傾向として、採用企業側が大学との関係強化を志向し、OB・OGが出身研究室を訪問して推薦を行
う大学推薦が増えつつあります。企業が求める人材のキーワードは「学業成績重視」と「社会人基礎力」
です(経産省ウェブサイト参照）。社会人基礎力は 3つの力、「前に踏み出す力」、「考え抜く力」、「チーム
で働く力」と 12の能力要素からなり、主体的な行動と協調、基礎学力、専門的な思考を積み重ねること
で成長します。グローバル化に対応できる資質も求められ、英語力も必要です。企業の新人研修の縮小
などにより、新人にも従来に比べて高い能力が期待されています。このような社会人基礎力はすぐには
身につかないため、日頃からそれらを意識して行動する必要があります。本学域・学科への求人募集は
事務室に一括整理して保管してあります。必要に応じて、eラーニングシステム kibacoからの情報発信
もしています。また、キャリア支援課も、いろいろなセミナー・説明会を開催していますので、これら
も活用して下さい。 

         

大学院修了生の過去 5年間の主な就職先 
 AGC、DIC、 DOWA、ENEOS、JX金属、LIXIL、TOTO、アルバック、オリンパス、クラレ、

コニカミノルタ、GSユアサ、セイコーエプソン、ダイキン工業、テルモ、デンカ、デ

ンソー、トヨタ自動車、ニコン、ニチアス、パナソニック、ライオン、旭化成、横浜ゴ

ム、王子製紙、花王、京セラ、古河電気工業、三井化学、三菱ガス化学、三菱ケミカ

ル、三菱重工業、住友ゴム工業、住友化学、住友金属鉱山、小林製薬、昭和シェル石

油、昭和電工、信越化学工業、村田製作所、大日本印刷、帝人、東レ、東京ガス、東京

電力、東芝、東洋インキ、東亞合成、凸版印刷、日産自動車、日清紡、日東電工、日本

ゼオン、日本ペイント、日本軽金属、日油、浜松ホトニクス、富士フイルム、本田技

研工業、公務員、大学教員など 

 
 

卒業生からのメッセージ 

森岡 和大（学校法人東京薬科大学薬学部医療薬物薬学科生体分析化学教室 助教 

平成 27年度 首都大学東京大学院都市環境科学研究科分子応用化学域博士後期課程修了） 

応用化学を専攻される皆さんは、専門分野に熟通されている先生方の手厚いご指導の下、世界で通用
する「化学のエキスパート」になるために必要な素養を磨くことになります。この素晴らしい環境に身
を置いて存分に勉学に取り組み、化学に関する幅広い専門知識・技能の習得に励みましょう。 
大学生活の中で、皆さんが最も成長できる機会は、研究活動ではないでしょうか。未知の課題に対し

て、講義や学生実験で学んだ知識・経験を基に、自ら積極的に考え・行動することで、主体性が育まれ
ます。論文を熟読し、創意工夫し、試行錯誤を重ねましょう。失敗を恐れず、真摯に粘り強く研究に取
り組むその姿勢こそが、将来への貴重な財産となります。研究活動に取り組む上で重要なことは、「学ぶ
ことに興味を持ち、大いに楽しむこと」です。自身が取り組む分野の研究はもちろんですが、他分野の
研究についても意欲的に学びましょう。一見関連のないように思える分野でも、深く学ぶと実は自身の
研究とつながっていたり、新しい発見があるものです。研究活動を通じて、学生の間に「学ぶことの面
白さ」を是非経験して下さい。学生の本分は勉学ですが、大学ではそれ以外にも学べることがたくさん
あります。大学生・院生として過ごす期間はたった数年ですが、人生の中で、自由で、かけがえのない
時間です。多くの人と出会い、様々なことを知り、体験し、自身の見識を広めるための有意義な時間に
しましょう。大学時代に得た経験は、皆さんの将来を充実した豊かなものにしてくれるはずです。 

化学系
電気・機械系

その他
進学

公務員

就 職

進 学

 

学部卒業 
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卒業・修了後の進路   

就職と進学 

皆さんは卒業・修了後、大学・大学院で学んだ専門知識や経験を基に、技術者・研究者などとして社
会で活躍することになります。4 年生になると、環境応用化学科のいずれかの研究室に所属して研究テ
ーマを持ち、特別研究を行います。これまで学んだ専門知識を基に、研究を自ら進めていく楽しさを知
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ので、大学院(博士前期(修士)・後期課程)への進学をお勧めします。現在、4年生の 80 ％以上が進学し
ています。大学院を修了すると、より専門性の高い研究職や大学教員などとして活躍する道がさらに広
がります。また、グローバルに活躍するためには博士号が求められるため、博士後期課程に進学し博士
号の学位を取得することも視野に入れましょう。 

採用システムの変化と求められる人材像 

2021 年度入社以降の大学卒業・大学院修士課程修了予定者などの採用選考については、『採用選考に
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事務室に一括整理して保管してあります。必要に応じて、eラーニングシステム kibacoからの情報発信
もしています。また、キャリア支援課も、いろいろなセミナー・説明会を開催していますので、これら
も活用して下さい。 

         

大学院修了生の過去 5年間の主な就職先 
 AGC、DIC、 DOWA、ENEOS、JX金属、LIXIL、TOTO、アルバック、オリンパス、クラレ、
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電力、東芝、東洋インキ、東亞合成、凸版印刷、日産自動車、日清紡、日東電工、日本

ゼオン、日本ペイント、日本軽金属、日油、浜松ホトニクス、富士フイルム、本田技

研工業、公務員、大学教員など 
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研究とつながっていたり、新しい発見があるものです。研究活動を通じて、学生の間に「学ぶことの面
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広報・啓発活動、沿革   

広報・啓発活動 

在校生の皆さんをはじめ、高校生や広く一般市民の方々に環境応用化学域・環境応用化学科を理解し
て頂くために種々の広報・啓発活動を実施しています。 

環境応用化学域・学科ウェブサイト(https://www.ues.tmu.ac.jp/apchem/) 

本学域・学科の特徴や教育内容、研究室紹介、研究成果、キャンパスライフ、入試案内な
どが掲載されています。所属教員や学生の教育研究活動の成果を積極的に公開し、本学域・
学科の魅力が存分に伝わるよう工夫しています。本学域・学科の教育理念や研究動向の把握
に利用してもらえれば幸いです。まずは、アクセスしてみてください。 

一日体験化学教室・オープンクラス 

高校生の皆さんに、化学の面白さ・奥深さを実感してもらうために企画さ
れている化学実験・体験教室で、例年 8月に行われています。この体験教室
は、日本化学会が行っている「化学への招待」のプログラムおよび東京都立
大学のオープンクラス事業の一環として運営され、本学化学系教員と大学
院生が一体になって参加高校生と一緒に実験します。 

ブルーバックス 

21 世紀の先端技術を支える化学材料の意味と意義を、未来を創る在校生や高校生の皆さん、さらには
一般市民の方々に分かりやすく伝え、科学的に物事を見る目
を涵養することは、本学域・学科の大きな使命のひとつと考
えています。そこで、講談社科学図書出版部のご協力を得て
解説書(ブルーバックス)を出版しています。これまで「化学
がつくる驚異の機能材料」(1992年)と「材料化学の最前線」
(1998年)を刊行しましたが、2010年に 3冊目となる「新・材
料化学の最前線」を刊行しました。 

コロキウム 

本学域・学科では「応化コロキウム」を開催しています。コロキウム(Colloquium)とは「学術的な会
合であり、スペシャリストが講演して、質疑応答を行う」(Webster辞書)とあります。「応化コロキウム」
もほぼこの形式で行われます。参加できる人に制限はなく、本学域・学科の教員や学生のみならず、テ
ーマによっては他学部・学科の人たちも参加します。また、国際会議に参加するため訪日したり、本学
を訪問したりした海外・外国人の研究者に講演を依頼することもあります。本学域・学科の前身である
東京都立大学工学部工業化学科で 1981年に始まった当コロキウムの開催は 392回に達しています。 

出張講義 

本学域・学科ではどのような研究・教育活動が行われているのか、またその成果はどのように役立っ
ているのか、本学域・学科所属の教員が高校などを訪問して、その内容をじかに、分かりやすく講演す
る活動を行っています。興味がありましたら是非お問い合わせください。 

本学と環境応用化学域・環境応用化学科の沿革 
1949年 旧制都立高等学校と都立専門学校 5校を母体とし、東京都立大学開学。工学部工業化学科発足 
1963年 工学研究科工業化学専攻設置 
1991年 目黒・深沢キャンパスから南大沢キャンパスに移転 

工学部工業化学科に工業化学専攻と材料化学専攻を設置 
1998年 工業化学専攻(大学院工学研究科)を応用化学専攻に変更 
1999年 工業化学科を応用化学科に変更 
2005年 東京都立大学、東京都立科学技術大学、東京都立保健科学大学、東京都立短期大学を統合し、首都

大学東京開学。工学部応用化学科を都市環境学部 都市環境学科 材料化学コースに変更 
2006年 大学院工学研究科 応用化学専攻を大学院都市環境科学研究科 環境調和・材料化学専攻に変更 
2009年 都市環境科学研究科の一専攻化に伴い、環境調和・材料化学専攻を都市環境科学専攻 

分子応用化学域に、材料化学コースを分子応用化学コースに変更 
2018年 大学改組に伴い、分子応用化学域（大学院都市環境科学研究科 都市環境科学専攻）を 

環境応用化学域に、都市環境学科 分子応用化学コースを環境応用化学科に変更 

2020年 大学名称を東京都立大学に変更 
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環境応用化学域・環境応用化学科 教職員一覧 

講座 研究室 氏名 部屋番号 

(部屋番号のみは 9号館) 

電話番号 

内線 直通下 4桁 

先端機能物質分野 川上研究室 川上 浩良 638 4972 2853 
佐藤 潔 349 4886 2848 
山登 正文 137 4837 2844 
田中 学 639 4586  
乗富 秀富 148 4838 2824 

朝山研究室 朝山 章一郎 651 4976 2854 
先端物質デザイン分野 久保研究室 久保 由治 448 4937 3134 

伊藤 正人 438 4941  
瀬高研究室 瀬高 渉 542 4955 2834 

稲垣 佑亮 545 4957  
エネルギーデバイス分野 梶原研究室 梶原 浩一 336 4874 2827 

石島 政直 248 4863 2841 
柳下研究室 

 

柳下 崇 140 4931 2842 
棟方 裕一    

環境分子化学分野 高木研究室 高木 慎介 446 4893 2839 
立花 宏 B44 4822  
石田 玉青 B51 4828 2845 
嶋田 哲也 445 4897  

分子計測化学分野 分析化学研究室 中嶋 秀 343 4882 2836 
加藤 俊吾 339 4875 2833 
毛 思鋒 344 4883  

環境調和化学分野 宍戸研究室 宍戸 哲也 551 4963 2850 
三浦 大樹 550 4962 2851 

首藤研究室 首藤 登志夫 455 4134 2715 
先端触媒反応分野 天野研究室 

 
天野 史章 フロンティア棟 201 5561 2852 
別府 孝介 フロンティア棟 201 5561 3852 

学生実験室 井上 嘉則 290 4872 2831 
宮本 治子 291 4873 2832 

事務室 藤井 幸江 134 4810 2820 
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2023

大学院都市環境科学研究科 環境応用化学域

都市環境学部 環境応用化学科

都市の環境問題やエネルギー問題に
関心があり、「化学の力でそれらの課
題解決に貢献したい」と考えている人

都市社会・生活の持続的な発展に役
立つ新材料や新デバイスの開発に意
欲がある人

応用化学・材料化学に関する専門知識
を活用して、将来「国際社会で活躍し
たい」という意欲がある人

入学後も「旺盛な好奇心」、「自主的
に考え行動する力」、「未来を切り開く
強い意欲と意識」などを発揮できる素
質を兼ね備えた人

求める学生像 アクセス

大学までのアクセス

９号館までのアクセス

〒192-0397 東京都八王子市南大沢1-1
Tel 042-677-1111（代表）南大沢キャンパス

環境応用化学への招待

東京都立大学
南大沢キャンパス




